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ある先住民の村では、こんなルール

があるそうです。 

 

村のなかで、問題とされるような行動

をとるひとがいて、それがなかなか

あらたまらないとき。 

 

そのひとを、村の広場のまんなかに

すわらせ、村人みんなで、そのひと

を囲むそうです。 

 

そして、村人一人ひとりが、語るそう

なのです。 

 

そのひとの子ども時代からいまにい

たるまでの、よかったところ、すてき

なところ、してもらってうれしかったこ

と、どれだけそのひとが、価値のある

存在であるかということ。 

 

そう。問題をとがめるのではなく、罰

をあたえるのでもなく、ただただ、そ

のひとの存在価値をみとめること。そ

のひとが生きていることそのものを祝

福すること。 

 

そうすると、そのひとは、もう二度と、

そのような問題行動をとらなくなるそ

うです。 

 

そうですよね。自分を大切に受け入

れてくれるひとたちを、不幸にするよ

うなことを、したいなんて、誰だって、

思いませんもの。 

 

実は、昨日の私が、まさにそんな気

持ちでした。 

 

出版記念会という企画は自分が立て

たものであり、伝えたい思いがある

から…と、自分で思っていました。 

 

でも、そうではなく、昨日は、そこに

きていただいたかたがたが、どれほ

どすばらしいかということを、私のほ

うが知る日でした。 

 

ひとに支えてもらえるということは、こ

んなにも、うれしいのだということを、

私のほうが教えてもらう日でした。 

 

自分ひとりでがんばっているような気

持ちになっていた、そんな傲慢な気

持ちを、参加者のみなさんが、ここち

よく打ち砕いてくれました。 

 

それは、あんまりうれしすぎて、こと

ばもなくなるほどでした。そんな気持

ちを、本当に久しぶりに味わったよう

な気がします。 

 

どうぞ、ためしにやってみてくださ

い。 

 

目の前に、問題だと思うひとがいるよ

うなとき、その問題にフォーカスする

のではなく、そのひとの価値、その

ひとの魅力、そのひとが生きているこ

とそのものを、祝福してみてくださ

い。 

 

ひとは、ひとによってみがかれ、ひと

によって育てられるのです。 

 

私は、昨日、それを実感しました。そ

れをどうしても伝えたくて、今日のこ

のメッセージを書きました。 

 

これから、そのお返しの１年がはじま

ります。すべてのあなたに、こころか

ら感謝しながら！ 
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